
象牙質形成不全症患者をめぐって

発表者 大沢美里

歯科口睦外科｣司

Ⅰ は じ め VC

普段は.あせり深 く接することが少をく盛視 しがちを外来患者の中にも.色々の問題をかかえ.

通院 している人が多 くいるo その中でも､象牙質形成不全症 という非常に珍 しい疾属をもち､

又家庭的､経済的qeも多 くの問題をかかえている患者qrついて取 り上げ発表 したいと思 うo

且 疾患について

象牙頁形成不全症とは､骨形成不全の症候群VC随伴 して起こる場合と､単独に出現するものと

があり､中駈菓性組織が障害されて起こる疾患であるQ本庄は､常染色体蛙の優性遺伝を示 し.

非常vE浸透性の高い疾患であ9.同族家族内で1:1の発現峯を示すか.あるいは､世代をとび

こえることもあると考えられてい るo

臨床的特徴

o乳歯及び永久歯の両者の半遺功の択青色たいし褐色の変色｡

o歯牙は､早期に破折 した少､過度の攻耗の傾向がある｡

oェナノル質vcは､頗走するLi裏が多数みられるo

o嫡出歯柾の歯根は､既に透明度が高 く歯髄を透視できるo

五 線 診

o歯髄隆の消失 と､歯根は特異な球状を示 しているO

Ⅲ 症 例

1. 患 者 ○ 池 0- 11才 男性

2.主 訴 口睦内共和感

5.家族歴 現在の家族構成 母親と本人
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肝疾患死亡

(67才)

平死亡(5才 )(事故死心中)

家庭不和原因

乎死亡 (生後9ケ月)

急性肺炎

apt(11才)

Ⅳ 既 往 歴

生下時体重 2.6007 出生時仮死状意にて出産

生後5ケ月 左大腿部骨折

2才 右ひじ骨折

8才 右大腿部骨折

Ⅴ 現 在

全身的所見 身長125.8m 捧重25細 やせ塾で栄垂､体格 ともVC劣っているO

口腔内所見 11才の平均的歯牙

dE4521 12-54Ed

止 C4

丁F AF

霊 位 欠損
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乳歯 永久歯ともに半透明のオパール康で.紫がかった舟芽色をいLは.褐色で透明度が高い｡

萌出した歯牙の電気的診査により.生活反応を調べてみた斎果.歯魔の反応は全く示されてい

なレヽn

Ⅵ 億者 の背 景

o妊娠中 姑の兜牢がなく､満足な食事が出来ず.旬薮､昧噛汁､庶物だけの食事のため.十

分を栄養が取れずVC､野良仕事に行っては.リy3'で空腹をしのいでいたo

o分娩時 母親出血多量で.思者は仮死状蓮で出生した｡

〇五ケ月の時 父親と長女が死亡したOそれまで母乳栄養であったが､ショックのために .母

乳止まる.その後.5才まで端食.ミルク､牛乳をどを与えていたO この頃エb食欲がをか

った｡

05才から大人と伺じ食事を叔るようにそったO毎日牛乳とヤクルトは.1本ずつ飲んでいた｡

現在の食事状態

-ごし

朝飯 1杯

味噌汁 1杯

きゅうり女どの野菜

1杯 普段は学校給食

1杯 全量摂取

o噂好 尚食あまりしそ1Jlo

好きをもの チョコV- ト 7イスクt)-ム -ンJ<-グ

頗いなもの レ六一 腐肉 豚肉 俊いもの

o歯の管理

歯みがきは.行なった少.行なわなかったDで､徹底していをho母親は.子供の時から歯

が悪 く､治療を行をっているが.口睦衛生VCついての知識が乏 しく､子供l{指導ができたいo

o経済状況

母親は会社員で.病弱をため.月収が2aO00-5nl000円で不定鵜で.また.小さな

会社のために失業の心配がある,-.実家が.農家のために野菜.戯層をどの援助を受けているO

患者の美感

1. 全身的竜骨の発育不全がみられ､顎骨の脆宙が考えられるC.さらに歯の賃が弱 く清掃に留

意 しても､う蝕にかかりやすい｡

2. こうした性質のほかVC､上下箱の発育不均祷vc伴う不正唆合が著明で.変合不全､阻噴不

全が強い｡従がって軟 らかいものばかbを食べる習慣と浸り､岨境の習債が彫成されていな

レ10

5.岨噴機能低下に基づいて.次のことが考えられるQ唾液及び胃液の分泌で削 ヒ吸収不全.

栄養障害ひいては心身の健全の発育の阻害

4.偏食の傾向VCついては､以上述べた身体的な欠陥VC加えて.食事形鹿が何奴と味噌汁だけ

の単調の食事であるための.倦怠によるものと考えられるo

Ⅳ 看轟上の問題点
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1. 歯の管環について

･歯が弱 く.欠損が多いo

･歯みがきの習慣が.できていをV1,,

2.食事について

･J{ラyスのある栄垂摂覇が.で奇をい o

･幼児期よJb､軟らかい物を食べ､唆むという習慣が.つけられていたh o

･腐食の傾向がある0

5.母子家庭で母親が病弱 .低収入のために通産.治虜環の心配がある｡

･学校生活面Lでついての学業の遅れや､運動薄遇Lで対して心配がある.

4.将来の問題として.母親は患者について健全の発育をするのか.又就職や結婚についても､

大きを悩みをもっている｡

対策

1qC対 して

(丑 歯の欠損の治東を進めて.校合の調節を盛る.

② よく瞭んで食べることLn:より.唾液の分泌促進をはかり､ロ塔内の自浄作用の回筏を図

ること｡

(参 果物や野菜を摂叔することによって､歯口清掃を促進するO

④ 食後ぶ くぶ くうがV>をさせるO

(9 歯ブラシ使用の習慣をつけさせるO

以上五つを目標に指導した｡

現在今だ.①の義歯作成などの問題vcついては､完成されてV,をいが､来院当初は歯垢沈着が

著しく､清掃状盛が不良であったが.数回にわたって指導の結果.歯みがき(ローl)yグ法 )

千.うがいVCも興味を示 し.実施するようLCを少.歯垢沈着 も減少してきた｡1日1回は.也

ずみがき.1日2回みが く日も多く浸った｡

2qC対 して

食事調査からも明らかのようVE.栄養のある食事が摂取できていないので.栄巷のバランス

を考えた調理の工夫をする様vc遥めたが.母親の話で軟らかいものばかb食べ.偏食のあるこ

とがわかったが.さらに食卓vc変化がないことも原因と考えられた｡そこで.食事のマyネ))

化をなくすことが必要と感 じ.食事をたのしく.そしてバラエテ▼-VE富んだものとし.更に

手近をものでも栄秦を考えた食事を作るように進めた｡

5VE対 して

母子共VC病弱であ少.吏vc､失業の心配 もあるので.生活保護の受給が望ましいと考え進め

てみたが.母親姓.世間体や恩児への将来の影淫.過去vc民生委員に相談した所.断わられた

等の理由で.自分でできる限り努力したい気持があb.生活保護を受ける決心がつか貴い様で

あるが､何んとか説得して受ける様vc進めている｡
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4VC対 して

疾病veついて担任教師に理解 してもらう稼連絡を密qcL､学菜の遅れや ､運動､体育につい

て配慮 してもらう様にする.叉受診日は土曜日とし.学業の遅れを,i,をくするようVE図 った.

運動はできる範囲内VC許可し.健喪を子供と共VC遊べる様VEL.母親vcは､あせり神経質に

そら安い様に説得 した.

5VC対 して

母親は病弱の上.家庭不和tn:よる父親の不慮の苑 妊娠中の栄泰不足､そのために与えた意児

-の影諒などVrついて.現在大きな不安をもっている.更vC､ こうしたことが 患 者 の 心

理的.肉体的発育に影啓を及ぼすのではをいかと心配 しているO又患児の将来qrついて､肉

体労働が出来ないO或いは､遺伝的かLl配をどをいだいているが､ これに対して､私達の力

の及ぼたい点が大きいことを痛感 したが､しかし､肉体労働が出来浸ければ､=Lfi務系の仕事

-と話 し合い､希望をもつようVEした.

現在､母親の希望 もあり､ソロバy塾-通 うようVrをっているo遺伝vCついては､現在 .染

色体塾の検査中で.まだ不明であるo

か わ b vc

このケースの場合､来院当初は､患者が食欲がな く､軟らかいものばか り好んで食べることが.

偏食や阻噴機能低下の理由と考えていた｡ しかし再度の面接の結果 ､その原因が貧困にもあ9､

殆ど毎日御坂と暁噛汁の単調を食事を摂敏 しておれ 母親は､栄壷が必要であることを知 bなが

らも.満足に与えることも出来ず.又 ｢栄養｣ということに誤解をし､恐れていることも知 ったO

この症例は指導の途中であり､患者とのコミュニケーショyを持つまで時周を愛 し.史に､適当

な援助を続けたいと考えているO以上象牙質形成不全症盛者を叔 り上げてみましたが.このほか

vcも.外来VCこのように多 くの問題をかかえてVlる患者がおり､沢山の患者がいる中で.盛時周

で入れかわ り､立ちかわり訪ずれている患者と1:1で妓することが少ない外来看護での姓 しさ

を感 じると同時vC.看護サービスを必要とする患者に対 して.診療の合間ではあるが,威梅的vC

指導 してい く必要性を強 く感 じたO
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